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十勝地方 におけるカラフ トモメンヅル とモメンヅルの分布

ひが し大雪博物館友 の会 カ ラフ トモ メンヅル調 査 グル ープ1)

Distributionof・43かogo1π55c乃 θ1'c加vガand.4.rげ α なゆ 〃 鋸

inTokachidistrict,Hokkaido

オ3舩go1鋸30乃 θ1'o加v'∫researchgroupofHigashiTaisetsuNaturalistClub1)

は じ め に

カ ラ フ トモ メ ン ヅル.45'zo9α1〃35c乃ε1'c乃ov〃は,

わ が 国 で は本 州 中 部(中 禅 寺 湖)と 北 海 道 北 部 ・

東 部 の 河 川(天 塩 川,湧 別 川,常 呂 川,網 走 川,

音 更 川)に 分 布 す る(松 井 ・林1995).十 勝 地 方

で は これ まで 音 更 川 の 駒 場 橋 か ら西 上 音 橋 まで の

河 原(松 井 ・林1995)と 上 士 幌 町糠 平 の 国道273

号 の 道 路 脇 で 生 育 が 確 認 され て い る(滝 田 謙 譲 氏

私 信).松 井 ・林(1995)に よ る と,カ ラ フ トモ

メ ンヅル の 一 般 的 な生 育 地 は,礫 質 か ら砂 礫 質 の

河 原 で あ る と い う.ケ シ ョウ ヤ ナ ギの 分 布 か ら も

わ か る よ うに十 勝 地 方 に は礫 質 の川 原 を もっ 河 川

が 多 い(川 辺 ・斎 藤1991)こ とか ら,音 更 川 以

外 の河 川 に もカ ラフ トモ メ ンヅ ルが 分 布 す る こ と

が 予 想 され る.ま た,十 勝 地 方 に は カ ラフ トモ メ

ンヅル の近 縁種 で あ るモ メ ンヅル ォ.7φ α競 伽1〃3

が 分 布 す る ことが 知 られ て い る(横:山1951).そ

こで今 回,音 更 川,十 勝 川,然 別 川,札 内川,歴

舟 川 の川 原 で カ ラ フ トモ メ ンヅ ル とモ メ ンヅ ル の

分 布 にっ い て調 査 を行 な い,若 干 の知 見 が得 られ

た の で報 告 す る.

調査地と調査方法

音更川 と然別川 は十勝地方北部の山岳地帯に源

をもち,札 内川 は十勝地方西部の日高山脈に源を

もっ.こ れらの河川は,十 勝平野の中央部で十勝

川に合流 し太平洋へ注 ぐ.一 ・方歴舟川は,日 高山

脈に源をもち,南 東に流れて太平洋に注 ぐ.こ れ

らの河川は,い ずれも礫の豊富な川原をもっとい

う共通性がある.川 原への接近が容易な橋 りょう

付近を中心に踏査 し,本 種の有無を確認 した.調

査日と調査地は以下の通 りである.

1997年6月21日 音更川(牧 水橋下流,萩 ケ岡

橋上流,40号 橋上流,士 幌新橋上流,音 更橋下流)

1997年7月2日 音更川(十 勝新橋付近,音 幌

橋付近)

1998年6月20日 十勝川(十 勝橋付近,清 水大

橋付近,新 清橋付近,屈 足27号 地先付近),然 別

川(万 代橋付近,鹿 追橋付近,上 然別橋付近),

音更川萩ケ岡54号地先付近

1998年7月3日 札内川(帯 南橋付近,中 札内

橋付近)

1999年6月26日 歴舟川(歴 舟川橋付近,ふ る

さと大橋付近,神 居大橋付近)

結 果 と 考 察

今回調査を した5河 川のうちカラフトモメンヅ

ルが確認されたのは,音 更川のみであった(図1).

音更川では,最 も上流の調査地点である牧水橋付

近 と最 も下流の調査地点である十勝新橋付近で確

認 されなかったが,そ れ以外の調査地点では確認

された.っ まり,萩 ケ岡橋上流の標高310m付 近

(図2)か ら音幌橋下流の標高60m付 近までの間
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にカラフトモメンヅルが生育することが明らかに

なった.

なお,河 原以外の生育地 として,滝 田謙譲氏に

より上士幌町糠平の国道273号 の道路脇(標 高

560m)で 本種が確認されている.そ の後,丹 羽

真一氏(さ っぽろ自然調査館)に より糠平から然

別湖畔に通 じる道道726号 の道路脇(標 高600m)

か らも本種が確認された.ま た,本 調査グループ

の川辺は,上 士幌町幌加の国道脇の砂利を撒いた

ところ(標 高570m)で 本種の生育 を確認 した

(図3).こ の地域で道路工事などに使われる砂利

は,音 更川の萩ケ岡橋付近で採集されたものであ

る.し たがって,道 路脇における本種の生育地は,

カラフ トモメンヅルの生育する音更川の氾濫原か

ら砂利とともに本種の種子が運ばれ,そ の後発芽

して形成されたと考え られる.

モメンヅルは,音 更川の音更橋付近 ・音幌橋付

近,十 勝川の清水大橋付近 ・新清橋付近,祥 栄橋

付近(本 調査グループの山田和幸が確認),歴 舟

川の歴舟川橋付近 ・ふるさと大橋付近で確認 され

た(図1).ま た,幌 加 と十勝三股の旧国鉄士幌

線の路盤でも生育が確認 された(幌 加は川辺が確

認,十 勝三股は田中康夫氏が確認).こ れはカラ

フトモメンヅル同様,砂 利の中に入 っていた種子

が人為的に運ばれ発芽 したものと考えられる.

このように今回の調査結果は,十 勝地方におけ

るカラフトモメンヅルの分布が,モ メンヅルの分

布よりも限 られているいることを示唆する.
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図1.十 勝 地 方 に お け る カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル と モ メ ン ヅ ル の 分 布

Fig・1・Distributionof・45〃ogo1〃53c乃 ε1∫c乃ov'∫and、4 .7ψ α な吻 〃〃3inTokachi

district,Hokkaido.

●:カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル ・43〃ogo1〃35c乃 θ1'c乃ov"○:モ メ ン ヅル オ.r41εx競 ψ〃1〃3
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図2.音 更 川 萩 ケ 岡 橋 付 近 の カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル の 群 落

Fig.2.オ5'アogo1鋸3c乃 θ1∫c乃ov∫'communitynearHagiga-

okaBridgeacrosstheOtofukeriever.

図3.上 士 幌 町 幌 加 の 国 道 わ き の カ ラ フ トモ メ ン ヅ ル

Fig.3.ノ 望5〃ogolz4550乃 ε1た乃oγ〃onthesidesofarterial

roadsatHoroka,Kamishihoro.
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Summary

Weinvestigatedthedistributionofオ3かogo1〃53c乃 θ1/c乃ov'∫andオ.7ψ α ∫吻 ぬ5inthedryriver

bedsoffiveriversinTokachidistrictfrom1997to1999.オ.30乃 θ1∫c乃ov"wasfoundinthedryriver

bedsofbothlowerandmiddlereachesoftheOtofukeriver.Whileオ.7ψ 廊 ゆ ぬ5wasfoundin

thedryriverbedsofthelowerreachesofboththeOtofukeriverandtheRekifuneriver,and

middlereachesoftheTokachiriver.Theseresultsoftheinvestigationsuggestthatthe

distributionof.4.3c乃 θ1∫c乃oγ'∫ismorerestrictedthanthatofオ.7ψ α ∫5ゆぬ3inTokachidistrict.

、4.80ε1∫c乃oγ"onthesidesofarterialroadsand.4.7ψ α 競 ψ〃祝50ntherailbedwerefoundinthe

upperreachesareaoftheOtofukeriver.Theseweresecondaryhabitats.Itisthoughtthatthus

habitatswereformedbygerminationoftheseedscarriedwiththegravelfromthedryriver

bedsoftheOtofukeriverwhenthehighwaysandrailwaywereconstructedorrepaired.


